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海 外 出 張

氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

川島 茂人 地球環境部 スペイン 第 回国際花粉学会に出席 研究交流促進法11 H16. 7. 3
H16. 7.10～

桑形 恒男 地球環境部 フランス 第 回国際植物細胞生物学ワークショッ 農水省委託プロ13 H16. 7. 5
プにおける研究発表と情報交換 ～ ジェクトH16. 7.12

鳥谷 均 地球環境部 タイ 「農業水資源変動による食料生産への影響 農水省委託プロH16. 7.12
の解明と予測手法の開発」に関する研究打 ～ ジェクトH16. 7.17
ち合わせとデータ収集

三中 信宏 地球環境部 フランス ウィリ・へニッグ学会第 回年次大会に 研究推進費23 H16. 7.17
H16. 7.25出席 ～

池田 浩明 アメリカ 国際植生学会第 回大会に出席 研究推進費生物環境安全部 47 H16. 7.18
H16. 7.25～

江口 定夫 化学環境部 アメリカ アメリカ土壌・水保全学会 年次大会 研究推進費2004 H16. 7.24
H16. 7.30に出席 ～

杜 明遠 地球環境部 中国 「温帯高山草原生態系における生物気象環 環境省委託プロH16. 7.25
境の時間的空間的変動の解明」に関する調 ～ ジェクトH16. 8. 9
査研究

土屋 健一 アメリカ アメリカ植物病理学会 年次大会に出 研究推進費生物環境安全部 2004 H16. 7.30
H16. 8. 6席 ～

岡本 勝男 地球環境部 カンボジア・ 農業と水環境に関する現地調査と情報収集 要請出張H16. 8. 1
科学技術振興機構タイ ～ H16. 8. 7

新藤 純子 地球環境部 カンボジア・ 流域窒素循環に関する情報収集及び現地調 要請出張H16. 8. 1
科学技術振興機構タイ 査 ～ H16. 8. 8

鳥谷 均 地球環境部 中国 メッシュ気象値の作成に関する相手国機関 要請出張H16. 8. 1
H16. 8. 7 JIRCASとの詳細な打ち合せ ～

石郷岡康史 地球環境部 中国 メッシュ気象値の作成 要請出張H16. 8. 1
H16. 8.25 JIRCAS～

岡田 浩明 アメリカ アメリカ線虫学会第 回大会出席 研究推進費生物環境安全部 43 H16. 8. 7
H16. 8.12～

小原 裕三 化学環境部 オーストラリ 貯蔵における雰囲気制御とくん蒸に関する 研究推進費H16. 8. 7
H16. 8.14ア 国際研究集会に出席 ～

研 究 ・ 技 術 協 力
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氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

白戸 康人 地球環境部 モンゴル モンゴルにおける砂漠化程度評価のための 環境省委託プロH16. 8.10
土壌調査 ～ ジェクトH16. 8.16

藤原 英司 環境化学分析 モンゴル モンゴルにおける砂漠化程度評価のための 環境省委託プロH16. 8.10
センター 土壌調査 ～ ジェクトH16. 8.16

岩崎 亘典 地球環境部 スコットラン 第 回国際地理学連合大会および事前会 研究交流促進法30 H16. 8.10
H16. 8.18ド 議に出席 ～

地球環境部 スコットラン 第 回国際地理学連合大会に出席 研究交流促進法David 30 H16. 8.14
Sprague H16. 8.20ド ～

望月 雅俊 オーストラリ 第 回国際昆虫学会議に出席 研究推進費生物環境安全部 22 H16. 8.14
H16. 8.21ア ～

望月 淳 オーストラリ オーストラリアにおける侵入・導入生物検 環境省委託プロ生物環境安全部 H16. 8.14
ア 疫の実態調査 ～ ジェクトH16. 8.21

長谷部 亮 化学環境部 メキシコ 第 回国際微生物生態シンポジウムに出 研究交流促進法10 H16. 8.22
H16. 8.27席 ～

酒井 順子 化学環境部 メキシコ 第 回国際微生物生態シンポジウムに出 研究推進費10 H16. 8.22
H16. 8.29席 ～

森本 晶 化学環境部 メキシコ 第 回国際微生物生態シンポジウムに出 研究推進費10 H16. 8.22
H16. 8.29席 ～

メキシコ 第 回国際微生物生態シンポジウムに出 研究推進費星野 高田）裕子( 生物環境安全部 10 H16. 8.22
H16. 8.29席 ～

井上 聡 地球環境部 カナダ 第 回農業および森林気象学大会に出席 研究推進費26 H16. 8.22
H16. 8.28～

三輪 哲久 地球環境部 チェコ 第 回国際計算統計学会シンポジウムに 研究交流促進法16 H16. 8.23
H16. 8.29出席 ～

長谷川利拡 地球環境部 中国 中国 水田における出穂期生育調査お 文科省科研費FACE H16. 8.26
H16. 8.30よび研究打ち合わせ ～

高木 和広 化学環境部 国際会議参加と仏・独におけるバイオレメ 要請出張フランス、ドイ H16. 8.28
ディエーション及び農薬動態研究の調査 ～ 東京農工大ツ、ギリシャ H16. 9.10

岡本 勝男 地球環境部 中国 土地利用変化に関する資料の収集と現況調 農水省委託プロH16. 9. 2
査 ～ ジェクトH16. 9.12

新藤 純子 地球環境部 中国 東アジアにおける窒素負荷と水質への影響 環境省委託プロH16. 9. 2
に関する資料の収集と現況調査 ～ ジェクトH16. 9.12

上垣 隆一 化学環境部 マレーシア 第 回アジア太平洋畜産学会に出席 研究推進費11 H16. 9. 5
H16. 9. 9～
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氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

菅原 和夫 化学環境部 フィリピン 「フィリピン国農民参加によるマージナルラ 要請出張H16. 8.30
ンドの環境及び生産管理計画」終了時評価 ～ 国際協力機構H16. 9.11

殷 煕洙 環境化学分析 ドイツ 第 回有機ハロゲン及び難分解有機公害 研究推進費24 H16. 9. 5
H16. 9.11センター 物質国際討論会に出席 ～

渡辺 栄喜 環境化学分析 ドイツ 第 回有機ハロゲン及び難分解有機公害 研究推進費24 H16. 9. 5
H16. 9.11センター 物質国際討論会に出席 ～

藤井 義晴 パキスタン 薬用植物に関する国際シンポジウムに出席 研究交流促進法生物環境安全部 H16. 9. 7
H16. 9.10～

石原 悟 化学環境部 韓国 日韓共同研究に関する研究打ち合わせ及び 交付金プロジェH16. 9. 7
調査 ～ クトH16. 9.10

中島 泰弘 化学環境部 韓国 日韓共同研究に関する研究打ち合わせ及び 交付金プロジェH16. 9. 7
調査 ～ クトH16. 9.10

林 健太郎 化学環境部 韓国 日韓共同研究に関する研究打ち合わせ及び 交付金プロジェH16. 9. 7
サイトの確認 ～ クトH16. 9.10

板橋 直 化学環境部 韓国 農業と農村面源汚染の管理に関する国際シ 要請出張H16. 9. 7
ンポジウムに出席 ～ 韓国農村振興庁H16. 9.11

井上 吉雄 地球環境部 スペイン 国際光技術学会 国際リモートセンシング 研究推進費H16. 9.11
H16. 9.18シンポジウムに出席 ～

杜 明遠 地球環境部 中国 地表面条件と風送ダスト発生の関係解析に 文科省委託プロH16. 9.11
関する調査研究 ～ ジェクトH16.10. 3

大黒 俊哉 イタリア 土地被覆図化および変動評価に関するワー 研究推進費生物環境安全部 H16. 9.20
H16. 9.24クショップに出席 ～

松尾 和人 フランス 第 回遺伝子組換え生物の安全性評価に関 研究推進費生物環境安全部 8 H16. 9.25
H16.10. 2する国際シンポジウムに出席 ～

吉村 泰幸 フランス 第 回遺伝子組換え生物の安全性評価に関 研究推進費生物環境安全部 8 H16. 9.25
H16.10. 2する国際シンポジウムに出席 ～

長谷川利拡 地球環境部 オーストラリ 第 回国際作物学会議に出席 研究推進費4 H16. 9.25
H16.10. 2ア ～

酒井 英光 地球環境部 オーストラリ 第 回国際作物学会議に出席 研究推進費4 H16. 9.25
H16.10. 2ア ～

八木 一行 地球環境部 中国 環境省地球環境研究総合推進費課題 に 環境省委託プロS-2 H16. 9.28
関する調査研究 ～ ジェクトH16. 9.30
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依 頼 研 究 員

氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H16. 7. 1川原 洋子 長崎県総合農林試験場 微生物機能ユニット 環境微生物の多様性および機能の解析

H16. 9.30～

H16. 9. 1堀越 紀夫 福島県農業試験場 微生物分類研究室 野菜、花きから分離される糸状菌・細菌の遺

H16.11.30伝子診断による同定 ～

H16. 9.27中西 善裕 鹿児島県農業試験場 微生物生態ユニット 植物病原菌のマーキング手法による動態解析

H16.12.24～

技 術 講 習

氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H16. 7. 1春山 直人 千葉大学大学院 導入昆虫影響ユニッ 導入天敵類の生態系への影響評価

H17. 3.31ト ～

H16. 7. 5山内 大輔 石川県農業総合研究セ 土壌分類研究室 デジタル土壌図と定点調査データを活用した

H16. 7.14ンター 土壌情報システム ～

H16. 7.22村山 未央 千葉大学大学院 温室効果ガスチーム ガス試料の安定同位体比分析

H16. 9.30～

H16. 7.26望月 証 兵庫県立農林水産技術 重金属動態ユニット 高精度なストロンチウム同位体比分析方法の

H16. 7.30総合センター ニット 習得及び外国産タマネギ等の同位体比分析 ～

H16. 8. 2野見山孝司 農生機構近畿中国四国 微生物機能ユニット 電子顕微鏡試料の薄切技術の習得

H16. 8. 6農業研究センター ～

H16. 8. 2根本奈都子 福島工業高等専門学校 土壌微生物利用ユニ 微生物を利用した遺伝子操作技術

H16. 8.13ット ～

GIS H16. 8.23水口 晶子 徳島県立農林水産総合 土壌分類研究室 ソフトを利用した県内土壌の有機物分解

H16. 8.27技術センター 能主題図作成技術の習得 ～

H16. 9. 1沼尻 将宜 東京農業大学 微生物分類研究室 微生物の分類・同定および生態研究に関する

H17. 3.31技術講習 ～

H16. 9.13中島 正宏 新潟大学大学院 組換え体チーム マイクロサテライト・マーカーを用いた人里

H16. 9.17植物のクローン分析 ～

H16. 9. 1相田 美喜 筑波大学大学院 植生生態ユニット 絶滅危惧植物に対する除草剤の影響評価に関

H17. 2.28する手法 ～
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氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

NMR H16. 9.27柳沢 統 静岡大学大学院 化学生態ユニット 植物体内のアルミニウムの精製と によ

H16.12.28るキャラクタリゼーション ～

その他の研究・研修

氏 名 所 属 種 類 滞在する研究室 課 題 名 期 間

Park H16. 7. 5韓国農村振興 外国人受入研 水動態ユニット、温 栄養塩類の流出に伴う温室効果ガスの

Kwang-Lai H16. 7.18庁農業科学技 究者 室効果ガスチーム 間接発生の実態解明 ～

術院

Lee Youn H16. 7.12韓国農村振興 外国人受入研 養分動態ユニット 農耕地からの栄養塩類の流出実態の解

H16. 7.23庁農業科学技 究者 明 ～

術院

Puspkeshari JICA H16. 7.12ネパール国ツリ 研修員 昆虫分類研究室 昆虫の分類・同定技術

Shrestha H15. 8.20ブバン大学自然 ～

歴史博物館

Oh H16. 8.24韓国農村振興 外国人招へい 土壌物理ユニット 農耕地における栄養塩類の移動過程と

Dong-Shig H16. 9. 7庁農業科学技 研究者 流出実態の解明 ～

術院

Li Shidong JICA H16. 9.20中国農業科学院 研修員 微生物機能ユニット 大豆土壌病害の生物的防除技術

H16.11.18農業環境与持続 ～

発展研究所

Matthias H16. 9.21国際稲研究所 外国人受入研 土壌生化学ユニット 低リン酸耐性イネにおける遺伝子解析

Wissuwa H16. 9.29究者 ～


